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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電池セルからなる電池モジュールを３つ以上複数組み合わせた組電池の異常判定
装置において、
　前記電池セルの劣化状態に関する値を検出する電池状態検出手段と、
　前記組電池の異常判定を行う異常判定手段と、
　前記電池モジュールの交換を検出する電池交換検出手段と、を備え、
　前記異常判定手段は、
　前記電池交換検出手段にて前記電池モジュールの交換が検出されない場合、検出された
前記劣化状態に関する値に基づき、前記電池モジュールにおける劣化状態パラメータを算
出し、算出した前記劣化状態パラメータが予め定められた異常判定閾値を越えた場合に前
記組電池に異常ありと判定し、
　前記電池交換検出手段にて前記電池モジュールの交換が検出されると、前記複数の電池
モジュールのうち交換した前記電池モジュールを除外した電池モジュールを第１電池モジ
ュールグループとし、前記交換した前記電池モジュールを第２電池モジュールグループと
し、検出された前記劣化状態に関する値に基づき、前記第１電池モジュールグループにお
ける第１劣化状態パラメータと、前記第２電池モジュールグループにおける第２劣化状態
パラメータとを算出し、算出した前記第１劣化状態パラメータが前記異常判定閾値を越え
た場合もしくは算出した前記第２劣化状態パラメータが前記異常判定閾値と同一の値を越
えた場合に前記組電池に異常ありと判定し、
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　前記第１劣化状態パラメータは、前記第１電池モジュールグループを形成する複数の前
記電池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値に基づき算出され、
　前記第２劣化状態パラメータは、前記第２電池モジュールグループを形成する複数の前
記電池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値に基づき算出されることを特
徴とする、組電池の異常判定装置。
【請求項２】
　前記第１劣化状態パラメータは、前記第１電池モジュールグループを形成する複数の前
記電池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値のうち最大値と最小値との差
分であり、
　前記第２劣化状態パラメータは、前記第２電池モジュールグループを形成する複数の前
記電池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値のうち最大値と最小値との差
分であることを特徴とする、請求項１に記載の組電池の異常判定装置。
【請求項３】
　前記異常判定手段は、前記電池交換検出手段にて、複数の前記電池モジュールの同時交
換が検出されると、前記複数の電池モジュールのうち同時に交換した前記複数の電池モジ
ュールを除外した電池モジュールを前記第１電池モジュールグループとし、同時に交換し
た前記複数の電池モジュールを第２電池モジュールグループとして、前記組電池の前記異
常判定を行うことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の組電池の異常判定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、組電池の異常判定装置に係り、詳しくは、組電池交換時の異常判定制御に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電動機で走行する電気自動車やハイブリッド自動車等の電動車両には、電動機を
駆動するための高電圧の電力を蓄電し、当該高電圧の電力を電動機に供給する二次電池で
構成される組電池（電池パック）が備えられている。そして、当該電池パックは、複数の
電池モジュールを直列に接続して構成されている。また、当該電池モジュールは、複数の
電池セルを直列に接続して構成されている。
【０００３】
　このような電池パックは、充放電を繰り返すことによって電池セルが劣化し電池セルの
電池容量が減少する。
　そして、電池パックの劣化度合いが大きくなると、電動車両の走行距離の低下を招くこ
とから、一部の電池モジュールの劣化度合いが大きいような場合には、劣化度合いの大き
な電池モジュールのみを新品の電池モジュールに交換することがある。
【０００４】
　このように劣化度合いの大きな電池モジュールを新品の電池モジュールに交換すると、
交換していない電池モジュールも充放電を繰り返しており劣化度合いが小さいながらも劣
化していることから、交換していない電池モジュールと交換した新品の電池モジュールと
では劣化度合いが異なる。
　したがって、例えば、電池モジュールの劣化度合いより電池パックの異常判定を行う組
電池の異常判定装置では、同一の電池パック内で劣化度合いが異なる電池モジュールがあ
るような場合には、電池パックに異常ありと誤判定する虞がある。
【０００５】
　そこで、特許文献１では、各々の電池モジュールの使用頻度に応じて閾値を設定し、当
該閾値に基づいて電池パックの異常の判定を行うことで、誤判定を防止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００５－１１４４０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように上記特許文献１の組電池の異常判定装置では、各々の電池モジュールの使用
頻度に基づいて、電池パックの異常判定を行うための閾値を各々に設定し、当該閾値に基
づいて異常判定を行っている。
　しかしながら、使用頻度によって異常判定を行うために各々に閾値を変えることは、複
数の閾値を持つことになるので、電池パックの異常判定が複雑となり好ましいことではな
い。
【０００８】
　本発明は、この様な問題を解決するためになされたもので、その目的とするところは、
簡易な制御で確実に電池パックの異常を判定することのできる組電池の異常判定装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、請求項１の組電池の異常判定装置では、複数の電池セル
からなる電池モジュールを３つ以上複数組み合わせた組電池の異常判定装置において、前
記電池セルの劣化状態に関する値を検出する電池状態検出手段と、前記組電池の異常判定
を行う異常判定手段と、前記電池モジュールの交換を検出する電池交換検出手段と、を備
え、前記異常判定手段は、前記電池交換検出手段にて前記電池モジュールの交換が検出さ
れない場合、検出された前記劣化状態に関する値に基づき、前記電池モジュールにおける
劣化状態パラメータを算出し、算出した前記劣化状態パラメータが予め定められた異常判
定閾値を越えた場合に前記組電池に異常ありと判定し、前記電池交換検出手段にて前記電
池モジュールの交換が検出されると、前記複数の電池モジュールのうち交換した前記電池
モジュールを除外した電池モジュールを第１電池モジュールグループとし、前記交換した
前記電池モジュールを第２電池モジュールグループとし、検出された前記劣化状態に関す
る値に基づき、前記第１電池モジュールグループにおける第１劣化状態パラメータと、前
記第２電池モジュールグループにおける第２劣化状態パラメータとを算出し、算出した前
記第１劣化状態パラメータが前記異常判定閾値を越えた場合もしくは算出した前記第２劣
化状態パラメータが前記異常判定閾値と同一の値を越えた場合に前記組電池に異常ありと
判定し、前記第１劣化状態パラメータは、前記第１電池モジュールグループを形成する複
数の前記電池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値に基づき算出され、前
記第２劣化状態パラメータは、前記第２電池モジュールグループを形成する複数の前記電
池セルにてそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値に基づき算出されることを特徴と
する。
【００１０】
　また、請求項２の組電池の異常判定装置では、請求項１において、前記第１劣化状態パ
ラメータは、前記第１電池モジュールグループを形成する複数の前記電池セルにてそれぞ
れ検出された前記劣化状態に関する値のうち最大値と最小値との差分であり、前記第２劣
化状態パラメータは、前記第２電池モジュールグループを形成する複数の前記電池セルに
てそれぞれ検出された前記劣化状態に関する値のうち最大値と最小値との差分であること
を特徴とする。
【００１１】
　また、請求項３の組電池の異常判定装置では、請求項１又は請求項２において、前記異
常判定手段は、前記電池交換検出手段にて、複数の前記電池モジュールの同時交換が検出
されると、前記複数の電池モジュールのうち同時に交換した前記複数の電池モジュールを
除外した電池モジュールを前記第１電池モジュールグループとし、同時に交換した前記複
数の電池モジュールを第２電池モジュールグループとして、前記組電池の前記異常判定を
行うことを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１３】
　請求項１の発明によれば、電池モジュールの交換が検出されると、複数の電池モジュー
ルのうち交換した電池モジュールを除外した第１電池モジュールグループの異常判定と、
交換した電池モジュールを含む第２電池モジュールグループの異常判定とをそれぞれ行っ
ており、組電池内の電池モジュールを交換し、同一の組電池内で電池モジュールの劣化状
態パラメータが異なるような場合であっても、交換した電池モジュールを除外した第１電
池モジュールグループと交換した電池モジュールを含む第２電池モジュールグループとを
同一の異常判定閾値を用いてそれぞれ異常判定を行うことで、異常判定閾値を電池モジュ
ールの劣化状態によって変更することなく、簡易な制御で確実に組電池の異常を判定する
ことができる。
【００１４】
　また、請求項２の発明によれば、確実に組電池の異常を判定することができる。
【００１５】
　また、請求項３の発明によれば、複数の電池モジュールを同時に交換しても、交換した
個々の電池モジュールにおいて、組電池の異常判定を行わないので、簡易な制御にするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る組電池の異常判定装置が適用された車両の概略構成図である。
【図２】電池パックの概略構成図である。
【図３】本発明に係る組電池の異常判定装置が適用された車両での電池パック異常判定に
おける手順を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づき説明する。
　図１は、本発明に係る組電池の異常判定装置が適用された車両の概略構成図である。図
中の太線は、高電圧回路１２を示す。また、図２は、電池パックの概略構成図である。な
お、図２中の電池パック（本発明の組電池に相当）１１では、８個の電池モジュールＩＤ
１～ＩＤ８を有しているが、一部の電池モジュールを省略して記載してある。以下、組電
池の異常判定装置の構成を説明する。
【００１８】
　図１に示すように、本発明に係る車両の異常判定装置が用いられる車両１０は、電池パ
ック１１と、高電圧回路１２と、インバータ１３と、モータ１４と、バッテリモニタリン
グユニット（電池セル異常判定手段、異常判定手段）１５と、車両コントロールユニット
１６と、変速装置２１と、駆動軸２２と、駆動輪２３とで構成される電動車両である。
　電池パック１１は、複数のリチウムイオン電池等の二次電池で構成されるものである。
図２に示すように、電池パック１１は、複数（本実施例では８個）の電池モジュール（本
発明の電池に相当）ＩＤ１～ＩＤ８で構成されている。また、電池モジュールＩＤ１～Ｉ
Ｄ８は、複数（本実施例では８個）の電池セル（本発明の電池に相当）Ｃ１～Ｃ８で構成
されている。そして、個々の電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８には、それぞれの電池セルＣ
１～Ｃ８を監視するセルモニタリングユニット（電池セル劣化状態検出手段、電池状態検
出手段）ＣＵが設けられている。セルモニタリングユニットＣＵは、電池セルＣ１～Ｃ８
の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等を検出し、当該検出情報をバッテリモニタ
リングユニット１５に供給するものである。なお、セルモニタリングユニットＣＵは、電
池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、電池容量及び内部抵抗値を車両１０の停車時、即ちモータ１
４の停止時に検出し、セル温度を車両１０の走行時、即ちモータ１４の作動時に検出する
。そして、このように構成される電池パック１１は、高電圧回路１２を介して高電圧の電
力をインバータ１３に供給するものである。
【００１９】
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　インバータ１３は、車両コントロールユニット１６からの制御信号に基づき、モータ１
４に出力する電力を調整しモータ１４の出力を制御するものである。
　モータ１４は、電池パック１１に蓄電され、インバータ１３にて調整された高電圧の電
力によって駆動される。そして、モータ１４は、変速装置２１と駆動軸２２を介して、駆
動輪２３を駆動するものである。
【００２０】
　バッテリモニタリングユニット１５は、入出力装置、記憶装置（ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮
発性ＲＡＭ等）、中央演算処理装置（ＣＰＵ）及びタイマ等を含んで構成される。
　バッテリモニタリングユニット１５の入力側には、各々の電池モジュールＩＤ１～ＩＤ
８のセルモニタリングユニットＣＵ及び車両コントロールユニット１６が接続されており
、これらの機器からの検出情報が入力される。
【００２１】
　一方、バッテリモニタリングユニット１５の出力側には、車両コントロールユニット１
６が接続されている。
　そして、バッテリモニタリングユニット１５は、セルモニタリングユニットＣＵの検出
情報に基づき、各々の電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のセル温度、電池残量等を監視する
ものである。また、バッテリモニタリングユニット１５は、各々の電池モジュールＩＤ１
～ＩＤ８の電池セルＣ１～Ｃ８の状態に基づいて、電池パック１１の異常の有無を判定す
る異常判定制御を行うものである。詳しくは、バッテリモニタリングユニット１５の異常
判定制御は、車両１０の電源がＯＮとされると、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれ
も交換されていない場合には、各々のセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々
の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、各々の
セルモニタリングユニットＣＵにて検出される全ての電池セルにおける電圧の最大値と最
小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や
、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等（本発明の電池セルの劣化状態パラメータ、或い
は電池モジュールの劣化状態パラメータに相当）を算出する。そして、算出結果のいずれ
かが電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値のそれぞれに設定される所定異常判定範囲
（本発明の異常判定閾値に相当）外であると、電池パック１１に異常ありと判定する。ま
た、バッテリモニタリングユニット１５は、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれかが
劣化し電池モジュールが交換された場合には、車両コントロールユニット１６より供給さ
れる電池モジュール交換情報に基づいて、まず交換した電池モジュールを除外した電池モ
ジュールを第１電池モジュールグループとし、当該第１電池モジュールグループに属する
電池モジュールのそれぞれのセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セ
ルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、上記電池モジュ
ールＩＤ１～ＩＤ８のいずれも交換されていない場合と同様に電池セルにおける電圧の最
大値と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値
の差分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出する。更に、交換した電池モジュ
ールを第２電池モジュールグループとし、当該第２電池モジュールグループに属する電池
モジュールのそれぞれのセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ
１～Ｃ８の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、上記電池モジュール
ＩＤ１～ＩＤ８のいずれも交換されていない場合と同様に電池セルにおける電圧の最大値
と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差
分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出する。そして、交換した電池モジュー
ルを除外した電池モジュールでの算出結果、或いは交換した電池モジュールの算出結果の
いずれかが、電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値のそれぞれに設定される所定異常
判定範囲外であると、電池パック１１に異常ありと判定する。なお、同時に複数の電池モ
ジュールが交換された場合には、同時に交換した全ての電池モジュールを第２電池モジュ
ールグループとし、当該第２電池モジュールグループに属する電池モジュールのそれぞれ
のセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セ
ル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、電池セルにおける電圧の最大値と最小値の
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差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部
抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出する。例えば、電池モジュールＩＤ１と電池モジ
ュールＩＤ３とが同時に交換された場合には、電池モジュールＩＤ１と電池モジュールＩ
Ｄ３とを除外した電池モジュールＩＤ２，ＩＤ４～ＩＤ８を第１電池モジュールグループ
とし、当該第１電池モジュールグループに属する電池モジュールＩＤ２，ＩＤ４～ＩＤの
それぞれのセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電
圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、電池セルにおける電圧の最大値と
最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分
や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出する。また、交換した電池モジュールＩ
Ｄ１と電池モジュールＩＤ３とを第２電池モジュールグループとし、当該第２電池モジュ
ールグループに属する電池モジュールＩＤ１と電池モジュールＩＤ３のそれぞれのセルモ
ニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度、
電池容量、内部抵抗値等に基づいて、電池セルにおける電圧の最大値と最小値の差分や、
セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の
最大値と最小値の差分等を算出する。そして、電池モジュールＩＤ１と電池モジュールＩ
Ｄ３とを除外した電池モジュールＩＤ２，ＩＤ４～ＩＤ８、即ち第１電池モジュールグル
ープでの算出結果、或いは交換した電池モジュールＩＤ１と電池モジュールＩＤ３、即ち
第２電池モジュールグループの算出結果のいずれかが、電圧値、セル温度、電池容量、内
部抵抗値のそれぞれに設定される所定異常判定範囲外であると、電池パック１１に異常あ
りと判定する。なお、一例として、電池モジュールグループを第１電池モジュールグルー
プと第２電池モジュールグループとしたが、電池モジュールのいずれかが交換される毎に
電池モジュールグループは、電池パック１１が交換されない限り順次追加される。そして
、それぞれの電池モジュールグループ毎に、電池セルにおける電圧の最大値と最小値の差
分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵
抗値の最大値と最小値の差分等が算出され、電池パック１１の異常判定を行う。
【００２２】
　そして、バッテリモニタリングユニット１５は、各々の電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８
のセル温度、電池残量等の監視結果及び各々の電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８の異常判定
制御の判定結果を車両コントロールユニット１６に供給する。
　車両コントロールユニット１６は、車両１０の総合的な制御を行うための制御装置であ
り、入出力装置、記憶装置（ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮発性ＲＡＭ等）、中央演算処理装置（
ＣＰＵ）及びタイマ等を含んで構成される。
【００２３】
　車両コントロールユニット１６の入力側には、上記インバータ１３、バッテリモニタリ
ングユニット１５、ＩＧスイッチ３１及び外部入力装置（電池交換検出手段）４１が接続
されており、これらの機器からの検出情報が入力される。
　一方、車両コントロールユニット１６の出力側には、上記インバータ１３、バッテリモ
ニタリングユニット１５及び表示装置３２が接続されている。
【００２４】
　そして、車両コントロールユニット１６は、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれか
が劣化し、電池モジュールが交換された場合に、外部入力装置４１より電池モジュール交
換情報が供給されると、バッテリモニタリングユニット１５に、当該電池モジュール交換
情報を供給する。また、バッテリモニタリングユニット１５より、電池パック１１に異常
ありとの判定結果が供給されると、車両１０の運転者に電池パック１１の異常を知らせる
ように表示装置３２の表示を制御する。
【００２５】
　変速装置２１は、モータ１４と駆動軸２２との間に介装され、モータ１４の出力を減速
して駆動軸２２を介して駆動輪２３に伝達するものである。
　以下、このように構成され組電池の異常判定装置が適用された車両での電池パック異常
判定における手順について説明する。図３は、本発明に係る組電池の異常判定装置が適用
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された車両１０での電池パック異常判定における手順を示す図である。
【００２６】
　図３に示すように、ステップＳ１０では、ＩＧスイッチ３１を操作し、ＩＧ ＯＮ、即
ち車両１０の電源をＯＮにする。そして、ステップＳ１２に進む。
　ステップＳ１２では、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８の交換の有無を判別する。詳しく
は、外部入力装置４１より入力され、車両コントロールユニット１６より供給される電池
モジュール交換情報に基づいて、バッテリモニタリングユニット１５にて電池モジュール
ＩＤ１～ＩＤ８のいずれかが交換されたか、否かを判別する。判別結果が真（Ｙｅｓ）で
電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれかが交換されていれば、ステップＳ１４に進む。
また、判別結果が否（Ｎｏ）で電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれも交換されていな
ければ、ステップＳ１６に進む。
【００２７】
　ステップＳ１４では、電池パック１１の異常判定を行う。詳しくは、電池モジュールＩ
Ｄ１～ＩＤ８のいずれかが劣化し、電池モジュールが交換された場合には、車両コントロ
ールユニット１６より供給される電池モジュール交換情報に基づいて、まず交換した電池
モジュールを除外した電池モジュールを第１電池モジュールグループとし、当該第１電池
モジュールグループに属する電池モジュールのそれぞれのセルモニタリングユニットＣＵ
にて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等
に基づいて、交換した電池モジュールを除外した電池モジュール、即ち第１電池モジュー
ルグループに属する電池モジュールの電池セルにおける電圧の最大値と最小値の差分や、
セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の
最大値と最小値の差分等をバッテリモニタリングユニット１５にて算出する。次に、交換
した電池モジュールを第２電池モジュールグループとし、当該第２電池モジュールグルー
プに属する電池モジュールのそれぞれのセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各
々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、交換
した電池モジュール、即ち第２電池モジュールグループに属する電池モジュールの電池セ
ルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分
や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等をバッテ
リモニタリングユニット１５にて算出する。そして、交換した電池モジュールを除外した
電池モジュール、即ち第１電池モジュールグループでの算出結果、或いは交換した電池モ
ジュール、即ち第２電池モジュールグループの算出結果のいずれかが、電圧値、セル温度
、電池容量、内部抵抗値のそれぞれに設定される所定異常判定範囲外であると、電池パッ
ク１１に異常ありとバッテリモニタリングユニット１５にて判定する。そして、ステップ
Ｓ１８に進む。
【００２８】
　一方、ステップＳ１６では、電池パック１１の異常判定を行う。詳しくは、各々のセル
モニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値、セル温度
、電池容量、内部抵抗値等に基づいて、検出される全ての電池セルにおける電圧の最大値
と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差
分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等をバッテリモニタリングユニット１５にて算
出する。そして、算出結果のいずれかが電圧値、セル温度、電池容量、内部抵抗値のそれ
ぞれに設定される所定異常判定範囲外であると、電池パック１１に異常ありとバッテリモ
ニタリングユニット１５にて判定する。そして、ステップＳ１８に進む。
【００２９】
　ステップＳ１８では、電池パック１１に異常ありと判定されたか、否かを判別する。判
別結果が真（Ｙｅｓ）でバッテリモニタリングユニット１５にて、電池パック１１に異常
ありと判定されていれば、ステップＳ２０に進む。また、判別結果が否（Ｎｏ）でバッテ
リモニタリングユニット１５にて、電池パック１１に異常ありと判定されていなければ、
ステップＳ３８に進む。
【００３０】
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　ステップＳ２０では、異常を表示する。詳しくは、車両コントロールユニット１６によ
り、車両１０の運転者に電池パック１１の異常を知らせるように表示装置３２の表示を制
御する。そして、ステップＳ２２に進む。
　ステップＳ２２では、ＩＧスイッチ３１を操作し、ＩＧ ＯＦＦ、即ち車両１０の電源
をＯＦＦにする。そして、ステップＳ２４に進む。
【００３１】
　ステップＳ２４では、電池交換作業を実施する。詳しくは、電池パック１１内の異常の
ある電池モジュール或いは電池パック１１を交換する。そして、ステップＳ２６に進む。
　ステップＳ２６では、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれかが交換されたか、否か
を判別する。判別結果が真（Ｙｅｓ）で電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８のいずれかが交換
されていれば、ステップＳ２８に進む。また、判別結果が否（Ｎｏ）で電池モジュールＩ
Ｄ１～ＩＤ８のいずれも交換されていなければ、ステップＳ３２に進む。
【００３２】
　ステップＳ２８では、ＩＧスイッチ３１を操作し、ＩＧ ＯＮにする。そして、ステッ
プＳ３１に進む。
　ステップＳ３０では、電池モジュール交換情報を送信する。詳しくは、外部入力装置４
１を用いて、車両コントロールユニット１６に交換した電池モジュールの識別番号等の電
池モジュール交換情報を送信する。そして、ステップＳ３８に進む。
【００３３】
　ステップＳ３２では、電池パック１１が交換されたか、否かを判別する。判別結果が真
（Ｙｅｓ）で電池パック１１が交換されていれば、ステップＳ３４に進む。また、判別結
果が否（Ｎｏ）で電池パック１１が交換されていなければ、本ルーチンをリターンする。
　ステップＳ３４では、ＩＧスイッチ３１を操作し、ＩＧ ＯＮにする。そして、ステッ
プＳ３６に進む。
【００３４】
　ステップＳ３６では、電池モジュール交換情報をリセットする。詳しくは、電池パック
１１を交換しており、現在までの電池モジュールの交換情報が不要となるので、外部入力
装置４１を用いて、現在までに交換した電池モジュールの識別番号等の電池モジュール交
換情報をリセットする。そして、ステップＳ３８に進む。
　ステップＳ３８では、ＩＧスイッチ３１を操作し、ＩＧ ＯＦＦにする。そして、本ル
ーチンをリターンする。
【００３５】
　このように、本発明に係る組電池の異常判定装置では、電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８
のいずれも交換されていない場合には、全ての電池モジュールＩＤ１～ＩＤ８の各々の電
池セルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の
差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算
出し、算出結果のいずれかがそれぞれに設定される所定異常判定範囲外であると、電池パ
ック１１に異常ありと判定している。また、いずれかの電池モジュールが交換された場合
には、交換した電池モジュールを除外した電池モジュールを第１電池モジュールグループ
とし、当該第１電池モジュールグループに属する電池モジュールのセルモニタリングユニ
ットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値と最小値の差分
や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗
値の最大値と最小値の差分等を算出する。更に、交換した電池モジュールを第２電池モジ
ュールグループとし、当該第２電池モジュールグループに属する電池モジュールのセルモ
ニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値
と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差
分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出する。そして、交換した電池モジュー
ルを除外した電池モジュール、即ち第１電池モジュールグループでの算出結果、或いは交
換した電池モジュール、即ち第２電池モジュールグループでの算出結果のいずれかが、そ
れぞれに設定される所定異常判定範囲外であると、電池パック１１に異常ありと判定して
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いる。また、同時に複数の電池モジュールが交換された場合には、同時に交換した全ての
電池モジュールを第２電池モジュールグループとし、当該第２電池モジュールグループに
属する電池モジュールのセルモニタリングユニットＣＵにて検出される各々の電池セルＣ
１～Ｃ８における電圧の最大値と最小値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、
電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分等を算出してい
る。
【００３６】
　したがって、電池モジュールの交換が検出されると、交換した電池モジュールを除外し
た電池モジュールで構成される第１電池モジュールグループに属する電池モジュールの各
々の電池セルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値と最小値の差分や、セル温度の最大値と最
小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分
等の電池セルの状態と、それぞれに設定される所定異常判定範囲とに基づいて電池パック
１１の異常判定を行い、更に交換した電池モジュールで構成される第２電池モジュールグ
ループに属する電池モジュールの各々の電池セルＣ１～Ｃ８における電圧の最大値と最小
値の差分や、セル温度の最大値と最小値の差分や、電池容量の最大値と最小値の差分や、
内部抵抗値の最大値と最小値の差分等の電池セルの状態と、それぞれに設定される所定異
常判定範囲とに基づいて電池パック１１の異常判定を行っており、電池パック１１内の電
池モジュールを交換し、同一の電池パック１１内で電池モジュールの状態が異なる、即ち
電池モジュールの劣化度合いが異なるような場合であっても、交換した電池モジュールと
交換していない電池モジュールとを同一の所定異常判定範囲を用いて別々に電池パック１
１の異常判定を行うことで、所定異常判定範囲を電池モジュールの状態によって変更する
ことなく、簡易な制御で確実に電池パックの異常を判定することができる。
【００３７】
　また、交換した電池モジュールを除外した電池モジュールの各々の電池セルＣ１～Ｃ８
或いは交換した電池モジュールの各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値や、セル温度や、電
池容量や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分を算出して、当該算出結果とそれぞれに設
定される所定異常判定範囲とに基づいて、即ち複数の電池セルの状態を比較して、該比較
結果と所定異常判定範囲とに基づいて、電池パック１１の異常判定を行うことで、複数の
電池セルの状態を比較することで劣化度合いに起因する電池セルの性能差を正確に監視す
ることができ、確実に電池パック１１の異常を判定することができる。
【００３８】
　また、複数の電池モジュールの同時交換が検出されると、同時に交換した複数の電池モ
ジュールを第２電池モジュールグループとし、当該第２電池モジュールグループに属する
電池モジュールの各々の電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値や、セル温度や、電池容量や、内部
抵抗値の最大値と最小値の差分を算出して、当該算出結果と所定異常判定範囲とに基づい
て、電池パック１１の異常判定を行うことで、複数の電池モジュールを同時に交換しても
、個々の電池モジュールにおいて電池パック１１の異常判定を行わないので、簡易な制御
にすることができる。
【００３９】
　以上で発明の実施形態の説明を終えるが、発明の形態は本実施形態に限定されるもので
はない。
　例えば、上記実施形態では、車両１０を駆動源にモータ１４のみを備えた電動車両とし
ているが、これに限定されるものではなく、電池パック１１を備えた車両であればよく、
例えば、駆動源としてモータ１４の他に内燃機関を備えたハイブリッド車両であっても良
い。
【００４０】
　また、電池パック１１の異常判定方法として、電池モジュールの各々の電池セルＣ１～
Ｃ８の電圧値や、セル温度や、電池容量や、内部抵抗値の最大値と最小値の差分を算出し
て、算出結果と所定異常判定範囲とに基づいて判定しているが、これに限定されるもので
はなく、例えば、電池モジュール各々の電池セルＣ１～Ｃ８の厚さや、電池セル間の圧力
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や、電池セルの温度変化量等の最大値と最小値の差分を用いて、電池パック１１の異常判
定を行ってもよい。
【００４１】
　また、電池モジュール交換情報を外部入力装置４１より車両コントロールユニット１６
に入力して電池モジュール或いは電池パック１１の交換を判定しているが、これに限定さ
れるものではなく、例えば、電池モジュール或いは電池パック１１の交換を検出するセン
サ等を車両１０に設けて、当該センサの検出結果に基づいて、電池モジュール或いは電池
パック１１の交換を判定してもよい。
【００４２】
　また、本実施例では、セルモニタリングユニットＣＵにて電池セルＣ１～Ｃ８の電圧値
、セル温度、電池容量、内部抵抗値等を検出し、当該検出情報をバッテリモニタリングユ
ニット１５に供給するようにしているが、セルモニタリングユニットＣＵで収集された電
圧及び温度を基にバッテリマネージメントユニット１５が各電池セルＣ１～Ｃ８の電池容
量及び内部抵抗を記憶するようにしても良い。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　車両
　１１　電池パック（組電池）
　ＩＤ１～ＩＤ８　電池モジュール
　ＣＵ　セルモニタリングユニット（電池セル劣化状態検出手段、電池状態検出手段）
　Ｃ１～Ｃ８　電池セル
　１５　バッテリモニタリングユニット（電池セル異常判定手段、異常判定手段）
　１６　車両コントロールユニット
　４１　外部入力装置（電池交換検出手段）

【図１】 【図２】



(11) JP 6323639 B2 2018.5.16

【図３】



(12) JP 6323639 B2 2018.5.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１３－０８５３８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２９３７０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１４９９４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２５７８５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１２／０４９８５２（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｒ　　３１／３６　　　　
              Ｈ０１Ｍ　　１０／４２　　　　
              Ｈ０２Ｊ　　　７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

